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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成21年7月30日(2009.7.30)

【公開番号】特開2007-144395(P2007-144395A)
【公開日】平成19年6月14日(2007.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2007-022
【出願番号】特願2006-258191(P2006-258191)
【国際特許分類】
   Ｂ０８Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｂ０８Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｂ０８Ｂ   1/02     (2006.01)
   Ｂ０８Ｂ   9/38     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０８Ｂ   5/02    　　　Ａ
   Ｂ０８Ｂ   5/00    　　　Ａ
   Ｂ０８Ｂ   1/02    　　　　
   Ｂ０８Ｂ   9/38    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  15/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月11日(2009.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被洗浄体に付着した粉塵を気流により流動する洗浄媒体の衝突で除去する洗浄装置であ
って、
　底部に開口部を有する洗浄槽と、
　前記開口部に設置され、前記被洗浄体に衝突することで前記洗浄媒体に付着した付着物
を前記洗浄媒体から除去する分離手段と、
　前記分離手段を介して前記洗浄槽に気体を導入させて前記洗浄媒体を飛翔させる送気手
段と、
　前記分離手段を介して前記洗浄槽内の気体を吸引する吸引手段と、
　前記分離手段と前記送気手段及び前記吸引手段を相対的に移動させる移動手段とを有し
、前記分離手段における前記送気手段が気体を導入する領域と前記分離手段における前記
吸引手段が気体を吸引する領域とが可変であることを特徴とする洗浄装置。
【請求項２】
　前記分離手段は、前記洗浄槽の開口部に設置され、粉塵が通過可能であり、かつ前記洗
浄媒体が通過できない多孔性部材であることを特徴とする請求項１記載の洗浄装置。
【請求項３】
　さらに、前記洗浄槽の移動を案内する洗浄槽案内手段を有し、
　前記送気手段及び前記吸引手段が前記洗浄槽の移動方向に沿って複数配置されているこ
とを特徴とする請求項１又は２記載の洗浄装置。
【請求項４】
　前記送気手段は、前記洗浄槽に導入する気体の流入方向又は気流形状を異ならせること
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を特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の洗浄装置。
【請求項５】
　さらに、前記洗浄槽に洗浄媒体を投入する洗浄媒体投入手段と、
　前記被洗浄体を洗浄した後に前記洗浄槽内の洗浄媒体の量を計測する洗浄媒体計測手段
を有し、
　前記洗浄媒体計測手段で計測された洗浄媒体の量に応じて、前記洗浄媒体投入手段で前
記洗浄槽に投入する洗浄媒体の量を制御することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか
に記載の洗浄装置。
【請求項６】
　被洗浄体に付着した粉塵を気流により流動する洗浄媒体の衝突で除去し、前記被洗浄体
に衝突することで前記洗浄媒体に付着した付着物を前記洗浄媒体から吸引して分離する洗
浄方法であって、
　前記洗浄媒体を流動させる気体を導入する領域と前記洗浄媒体から付着物を吸引する領
域を可変することを特徴とする洗浄方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】洗浄装置と洗浄方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　この発明は、例えば複写機やレーザプリンタ等の電子写真方式の画像形成装置で用いら
れる平均粒径５μｍ～１０μｍ程度のトナーが付着した比較的複雑な形状の部品等の各種
被洗浄体に付着した塵埃や粉体を、水や溶剤を使わずに固体洗浄媒体を用いて除去する洗
浄装置と洗浄方法、特に、被洗浄体を連続投入して処理して作業性の向上を図ることに関
するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この発明は、このような短所を改善し、各種材料で形成された被洗浄体を効率よく洗浄
するとともに、連続して投入して処理することができる洗浄装置と洗浄方法を提供するこ
とを目的とするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　この発明の洗浄装置は、被洗浄体に付着した粉塵を気流により流動する洗浄媒体の衝突
で除去する洗浄装置であって、底部に開口部を有する洗浄槽と、前記開口部に設置され、
前記被洗浄体に衝突することで前記洗浄媒体に付着した付着物を前記洗浄媒体から除去す
る分離手段と、前記分離手段を介して前記洗浄槽に気体を導入させて前記洗浄媒体を飛翔
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させる送気手段と、前記分離手段を介して前記洗浄槽内の気体を吸引する吸引手段と、前
記分離手段と前記送気手段及び前記吸引手段を相対的に移動させる移動手段とを有し、前
記分離手段における前記送気手段が気体を導入する領域と前記分離手段における前記吸引
手段が気体を吸引する領域とが可変であることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　前記分離手段は、前記洗浄槽の開口部に設置され、粉塵が通過可能であり、かつ前記洗
浄媒体が通過できない多孔性部材であることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、前記洗浄槽の移動を案内する洗浄槽案内手段を有し、前記送気手段及び前記吸引
手段が前記洗浄槽の移動方向に沿って複数配置されていることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　さらに、前記送気手段は、前記洗浄槽に導入する気体の流入方向又は気流形状を異なら
せることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、前記洗浄槽に洗浄媒体を投入する洗浄媒体投入手段と、前記被洗浄体を洗浄した
後に前記洗浄槽内の洗浄媒体の量を計測する洗浄媒体計測手段を有し、前記洗浄媒体計測
手段で計測された洗浄媒体の量に応じて、前記洗浄媒体投入手段で前記洗浄槽に投入する
洗浄媒体の量を制御することを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　この発明の洗浄方法は、被洗浄体に付着した粉塵を気流により流動する洗浄媒体の衝突
で除去し、前記被洗浄体に衝突することで前記洗浄媒体に付着した付着物を前記洗浄媒体
から吸引して分離する洗浄方法であって、前記洗浄媒体を流動させる気体を導入する領域
と前記洗浄媒体に付着した付着物を前記洗浄媒体から吸引する領域を可変することを特徴
とする。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　この発明は、被洗浄体に付着した粉塵を気流により流動する洗浄媒体により除去するた
め洗浄媒体を流動させる気体を導入する領域と、洗浄媒体に付着した付着物を洗浄媒体か
ら吸引して分離する領域を可変することにより、付着物を分離して積み重なった洗浄媒体
に対して気体の導入する領域から流入する気体により再度流動を与えて飛翔させるから、
洗浄媒体を連続的に洗浄して洗浄効率を向上することができる。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　また、洗浄槽の移動方向に沿って送気手段と吸引手段を複数配置し、洗浄槽を移動させ
ながら洗浄槽内の洗浄媒体に流動を与えることにより、洗浄槽を連続的に投入することが
でき、洗浄槽に収納した被洗浄体を連続的に洗浄することができる。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　また、洗浄槽に導入する気体の流入方向あるいは気流形状のいずれかがそれぞれ異なる
複数の送気手段を有することにより、洗浄槽内部の被洗浄体には異なる角度から流入する
気流によって加速された洗浄媒体を衝突させることができ、立体的な被洗浄体であっても
、ムラ無く洗浄することができる。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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